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令和６年９月３日、郡山市ビッグパレットふく

しまにおいて「第 38回福島県公立小中学校事務研

究大会」が開催されました。大会直前には台風 10

号の影響から開催が心配されましたが、当日は天

候にも恵まれ、県内外より 351 名の参加をいただ

き無事終えることができました。 

 今回の研究大会では、参集による実行委員会は

開催せずに、ＩＣＴを活用して各部で随時情報共

有をしながらスムーズな運営ができました。発表

支部の運営責任者の皆様をはじめ、運営に携わっ

た専門委員・浜通りブロック実行委員・事務局員

の皆様には、心より感謝申し上げます。 

さて、各支部では会員の世代交代が大きな課題

ですが、本会も少子化や被災地域における統廃合

の影響によって学校数及び会員数は減少しており、

東日本大震災前と比べると学校数は 143 校、会員

数は 189 名減少しています。また、昨今の学校事

務職員の大量退職・大量採用により会員全体に占

める主事の割合が、全体の一割から三割に増加し

ており、会員の若年化も進んでおります。 

本会では、諸先輩方より引き継いできた様々な

事業や課題解決方法のノウハウを継承する一方で、

業務のスリム化、組織体制の強化、次世代の育成

と研修の充実が喫緊の課題となっております。 

その中で、私たち学校事務職員に期待されてい

る役割として、教育目標の具現化を目指し、教職

員と連携を取りながら責任を持って担当する業務

を行うこと。そして、実務の中で気付いた改善点

を積極的に提案することが求められています。 

令和９年度より実施される第六次長期研修計画

策定に向けて、現在特別委員会・プランニング委

員会が中心となり検討をしているところです。会

員一人一人が全国的な視野を持ちつつ、子ども達

から憧れを持たれる魅力ある学校事務を創造する

ために、会員同士の「つながり」を深め次世代へ継

承していきたいと考えております。 

今後も会員皆様の御協力を、よろしくお願いい

たします。

 

福島県

事務研会報
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令和６年９月３日（火）郡山市ビッグパレット

ふくしまにおいて、多数の御来賓の御臨席のも

と第 38回福島県公立小中学校事務研究大会が開

催されました。開会に先立ち、過去の研究大会を

振り返る記念動画が上映され、大会中は歴代大

会の研究集録を会員が手に取って閲覧できるよ

うに展示ブースが設けられました。 

開会式の会長あいさつでは、現在学校で推進されている学びの変革の波に対応していく必要があるこ

とや、多忙化解消・業務改善へ具体的なアクションを起こすとともに、令和の時代に即したつかさどる学

校事務、教育事務への変革が不可欠であると話がありました。令和５年度東北地区公立小中学校事務職員

研究協議会功労者表彰では、只見町立朝日小学校主任主査 若林和徳様、いわき市立平第三中学校主任主

査 鈴木みのり様の２名が受賞されました。大会テーマ「‟つなぐ学校経営事務”から子どもの学びを支

援しよう～学校事務連携の展開とアクションプランによる実践～」のもと、午前は全体研修と講演、午後

は４つの分科会が行われました。 

（情報委員 梅津 拓人） 

 「福島県公立小中学校事務職員の標準的職務及び資質向

上に係る育成指標」の内容から研究推進委員会・プランニ

ング委員会より「標準的職務の策定の目的」「策定の過程」

「標準的職務の内容」「育成指標の内容」「今後の方向性」

の大きく５つの項目に分けて報告がありました。 

 会員の声を聴きながら作成された標準的職務内容は、学

校事務職員の職務を明確化し、より主体的・積極的に校務

運営へ参画する内容となっています。さらに、主となる業

務のほかに教職員と密接に連携・分担するものについても職務内容に含まれています。また、育成指標に

ついては学校事務職員の体系的な研修体制の整備を目指すとともに、職務段階や経験年数（ステージ）に

よって求められる姿を明確に示しています。 

 支部事務研や共同・連携実施での研修立案や自身のキャリアを見据えた目標設定など具体的な活用例

を挙げた説明があり、今後は次期長期研修計画に中心的位置づけをすることにより研修の土台を形成し、

より主体的な学びと実践につなげたいと話がありました。最後に、今回の研修が学校事務職員の未来像に

ついて考えを深める機会となることを願うと結びました。 

（須賀川市立柏城小学校 熊田 聡美）

第 38回研究大会概要 

全体研修 「福島県公立小中学校事務職員の標準的職務及び育成指標について」 

      ～ 研修体系整備と職務の再編・充実 ～ 

研究推進者 研究推進委員会・プランニング委員会 
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機械やＡＩの発展で消えていく職業や今とは業務内容が変

わっていく職業がある一方で、ＡＩ等での代替が難しい創造性

や協調性が必要な業務は今後も人が担っていくこと、過去と現

在の社会で求められる人材、学校像・学習観の違いについて講

演をいただきました。現在行っている単純反復的な業務はＡＩ

等へ代替されていくのではないか、これからの学校事務職員に

求められる業務は、マネジメント能力・コミュニケーション能

力が必要とされるものへと変わっていくというお話がありました。 

 続いて「チーム学校」を機能させるため従来の学校組織からどのように変化するべきか、さらに学校事

務職員の仕事はどう変化し専門性を高めていくのかについて、ディスカッションを行いました。参加者か

らは「チームとしての視野・幅を広げるために多様な職種の視点からアイディアを出し合うことや、その

環境作りが大切なのではないか」という意見が出されました。 

 現在、学校事務職員を含めた事務職はＡＩへの代替の可能性が高い職業とされています。そのため新

しい時代に合った学校マネジメントに積極的に参画する必要があります。私たちには、自らの専門性を

経営・運営にシフトさせるとともに、よりクリエイティブな仕事が求められていることを再確認しまし

た。                         （本宮市立本宮第二中学校 橋本 正巳） 

 

 

 

 

私は、所属する支部内での人材育成に課題意識を持っていたため、研究の概要にあった「地区事務研が

組織として人材育成に主眼を置いた取組」という言葉に興味がわき、この分科会に参加しました。 

各研究班の研究内容が紹介された中で、プロジェクトチームが実践した学級・授業づくりセミナーでの

発表については、経験年数の浅い学校事務職員が会場の参加者に向かって実演しました。プレゼン資料が

しっかりとしたものであったことと、堂々とした発表の様子から、準備段階から発表までとても良い経験

を積むことができた実践だと思いました。成果と課題の中でも、「経験を積ませ自信をつけさせることが

必要」「先輩からのフォローアップが重要な役割を果たしている」とあり、人材育成に対する課題解決の

参考になりました。 

指導助言では、東西しらかわ事務研の課題と「教職員働き方改革アクションプラン」の目標とのつなが

りや各研究班へ期待することなどの話がありました。その中でも私の印象に残ったのは、「学校事務職員

による学校の多忙化解消の取組が児童生徒、教員、そして学校

を助け、より良い学校経営につながると認識してほしい」とい

う言葉でした。 

今回の発表を聞いて、ベテランである我々もフォローアップ

できるように経験を積むことが大切だと思いました。 

 （伊達市立霊山中学校 佐藤 美雪）

第１分科会 

「プロアクティブ（先見的）学校事務職員を育てるには」 

～ つなぐ・つたえる・つかさどる ～ 

（東西しらかわ支部） 

講演 「新しい時代の学校マネジメントにおける学校事務職員に求められる資質」 

講師 東洋大学 文学部教育学科 准教授 葛西耕介 様 
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会員数の減少に直面する両沼支部における組織活性化に向け

た３つの実践が発表されました。「ＦＣＳの活用」「研究成果の継

承」「研究研修体制の見直し」という具体的な取組は、私にとっ

て大きな学びとなりました。特に、「ＦＣＳの活用」においては、Googleスプレッドシート等のアプリを

活用することで、データの共有や共同編集が可能となり、会員間の連携を深めるための有効な手段だと感

じました。私自身も、より効率的な情報共有や業務遂行を行えるようこれらを積極的に取り入れていきた

いです。 

また「研究成果の継承」では、学校において研究成果を継続的に活用するための体制づくりが重要であ

ることを改めて認識しました。なかでも、事務引継ぎツールは支部内で統一された様式を活用することで

スムーズな業務引継ぎにつながり、効率化が図れると思いました。 

さらに「研究研修体制の見直し」では、会員が主体的に参加し、より良い組織運営を目指している姿に

感銘を受け、会員の主体性によって事務研を創っていくことの大切さを実感しました。発表の最後には、

他支部の取組や同世代の学校事務職員の事務研での役割、新規採用者がどのような支援を受けたのかな

どの話を聞くことができました。 

同世代の学校事務職員の話からは大変刺激を受け、自分自身、もっと積極的に活動していかなければな

らないと強く感じました。今回の学びを職務や組織に生かしていきたいと思います。 

 （いわき市立中央台北小学校 谷津田 穂波） 

 岩瀬支部の学校事務職員はかつて岩瀬教育研究協議会の学校

事務部に所属していましたが、組織改編が行われ、令和４年度末

をもって学校事務部の発展的解消が決定しました。研修の場が複

雑化していたことや、幅広い年代層・経験値も様々であることか

ら、研修体制が地区事務研の一本化となったことは良い点だと思

いました。岩瀬支部は「“つなぐ学校経営事務”から子どもの学

びを支援しよう」を研究テーマにしており県事務研のテーマに準

じています。研修系統表を使って過去の研修を見える化すること

で、研修内容が整理されるだけでなく、研修計画を作成する際の検討資料にも活用できます。また、「困

りごと整理表」は学校事務職員だけでなく教員の困りごとも収集・共有して、全員で課題解決に向けて協

議する相互支援体制が確立されており、より実務的な取組を行っていました。サブテーマに掲げている

「事務をつかさどる」実践を数多く見ることができて、この仕事の魅力に改めて気づきました。 

それぞれの地区によって多くの課題があるなか、先輩学校事務職員は弱みを強みに変え築き上げてき

た地区事務研を若い世代へとバトンをつなげています。今後も地区事務研・県事務研がますます発展し

ていけるよう、私自身も岩瀬支部のような「楽しく取り組める実践」を意識し、事務研の活動に貢献し

ていきたいと思います。               （郡山市立安積第三小学校 熊田 さちえ） 

第２分科会 

「ＴＵＮＡＧＵ」 

～ 両沼事務研イノベーション ～ 

（両沼支部） 

第３分科会 

「“つなぐ学校経営事務”から子どもの学びを支援しよう」 

～  事務を“つかさどる”学校事務職員の実践  ～ 

（岩瀬支部） 



令和６年 12月 18日 福島県事務研会報 第 125号 

（5） 

 

 

 

 

南会津事務研では、「事務研の研究＝課題解決活動」と

位置付け、様々な角度から課題解決の実践を行う独自の研

修計画を策定していました。しかし、当初の想いや基本理

念を知らない会員が増えたことから改めて課題の洗い出し

を行い、全会員で課題解決活動に当たっていました。 

 発表で印象に残ったことは、課題解決のために教頭会に

共同研究を要請し打合せを行い、取組内容を校長会へ説明

して支援を依頼したことです。教頭職と課題を共有できる

部分を見つけて理解を得ることで、自分たちが取り組んだ成果を実際の業務に生かしており素晴らしい

と感じました。 

 後半は「１ 課題解決方法の検討」、「２ 次世代へつなぐ取組」についてグループ協議を行いました。

１では参加者が現在抱えている課題についての解決方法を話し合いました。各グループ様々な課題が挙

げられましたが、どの班も他地区の学校事務職員との話し合いを通じて課題解決に向けての糸口を見つ

けていたと思います。また、２では若手とベテランをつなぐための取組について話し合いました。地区ご

との共同・連携グループでの支援体制の確保が挙げられました。 

最後に、須賀川市立小塩江小学校長 星徹様より指導助言をいただきました。「本音を持って声を上げ

る。一人一人が取り組む。みんなで関わる。」という言葉が印象に残りました。南会津事務研では今回の

成果を基に新たな研修計画の策定を進めているとのことですので、今後の活躍にも注目していきたいと

思います。                       （会津若松市立永和小学校 芳賀 一輝） 

 研究大会の一コマ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第４分科会 

自らの課題に取り組むための地区事務研の実践 

～  次世代へつなぐ 南会津事務研の取組  ～ 

（南会津支部） 
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次回大会への引継ぎ 

 

 

 

 

 

 

 

全体研究会Ⅰでは全事研研究開発部より、令和３年 11月期調査と標準的職務通知別表第一を基に学校

事務職員の職務と役割の現状について調査結果の報告がありました。調査の回答からは、学校事務職員の

専門性を十分に生かしきれていないこと、積極的な校務運営参画が不十分であることが挙げられました。

現状を踏まえ、実際に校務運営に参画するために必要なことや考え方についてプレゼンテーションを受

け、参加者同士の意見交換の中では、実際の実践事例について参加者が発表する場面もありました。助言

者の愛知教育大学教授 風岡治様からは、学校事務職員としての５つの戦略的要素「領域を広げる」「教

育と行政をつなぐ」「教育を語る」「学び続ける」「耳を傾ける」について触れ、役割を自覚し挑戦して

いくことが“子どもの豊かな育ち”を支援することにつながっていくと締めくくられました。 

全体研究会Ⅱでは、戸田市教育委員会教育長 戸ヶ﨑勤様より、埼玉県戸田市の実践事例についてお話

がありました。クラウドファンディングによる資金調達を行い教育現場に還元するなど、教育長が率先し

て取り組んできた事例について紹介されました。また、「60点でもおも

しろい取組」という考えから、チャレンジを後押しする姿勢、改革を進

めるための過程についてもお話をいただきました。自校、地区の課題解

決に関わる学校事務職員、他職種との連携の中でまずは「その考え方は

おもしろい」と互いを認め合うことが大切だと感じました。 

（福島市立庭塚小学校 八代 裕太） 

 

令和６年 10月 10日（木）～11日（金）の２日

間にわたり、盛岡市民文化ホール（マリオス）、い

わて県民情報交流センター（アイーナ）を会場に、

第 25 回東北地区公立小中学校事務研究大会岩手

大会並びに第４回岩手県公立小中学校事務全体研

修会が開催されました。 

大会１日目、午前の部では文部科学省初等中等

教育局 初等中等教育企画課 竹内佳史様より

「文部科学行政をめぐる最近の情勢」をテーマに、

文科省での基本的な５つの方針、教師を取り巻く環

境整備、ＧＩＧＡスクール構想などについて説明を

いただきました。午後の部では４つの分科会に分か

れ、第１分科会Ａ（福島・岩手・秋田県事務研）、第

１分科会Ｂ（山形・青森・宮城県事務研）、第２分

科会（東北６県の個人・グループ）、第３分科会（岩

手県特別チーム）より研究発表がありました。 

 大会２日目は、分科会報告及び記念講演として

いわて応援芸人 天津木村氏、岩手住みます芸人 

アンダーエイジのお二人より岩手県の魅力につい

てトークショーを交えながら講演をいただきまし

た。最後に、令和９年度全国・東北地区公立小中学

校事務研究大会の開催地である宮城県の実行委員

会へバトンが引き継がれ、東北大会を締めくくり

ました。 

           （情報委員 田代 茜） 

 

 

 

第 25回東北地区公立小中学校事務研究大会岩手大会 概要 

第 56回全国公立小中学校事務研究大会（本部主管） 参加報告 

テーマ「子どもの豊かな育ちを支援する学校事務」 

－校務運営参画の道を切り拓く事務職員の学びと実践－ 

令和６年８月９日（金） 埼玉会館 大ホール 

 

会場の様子 
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第１分科会Ａ 各県発表 

福島県 専門委員会連携から創造する 

福島県事務研の「かたち」 

〜想い×成果×連携で紡ぐ事務研活動の立体化〜 

 

発表者 福島市立清明小学校 青 木  隆 

    郡山市立郡山第七中学校 高萩  千明 

    郡山市立喜久田小学校 松崎  愛菜 

    福島市立飯野中学校 大河内 恭平 

    北塩原村立裏磐梯中学校 高橋  真二 

司会者 福島市立吉井田小学校 久 家  誠 

本県からは、県事務研専門委員会の活動内容を

軸に、これまでの実践の成果や課題、これからの

県事務研活動の目指すべき姿について発表しまし

た。その中で、東北大会福島大会で培った各専門

委員会の互いの専門性や知識・技術を補完し合う

「専門委員会連携」を強化すれば、会員の減少や

若年化という課題を抱えながらも、「体系的な研修

体制」を確立できるという説明をしました。 

 今回の発表を受けて、私自身、専門委員会に所

属する立場として改めて県事務研活動とのかかわ

り方を見直すきっかけとなりました。そして、会

員の「想い」を汲み取り、専門委員会活動や研修

会において「かたち」にするために活動する必要

があること、専門委員会で得た経験や身につけた

スキルを自校に還元することが県事務研の専門委

員として活動する意義であると感じました。         

（情報委員 植田 一輝） 

 

個人やグループでの様々な取組について、東北各

県による研究発表が行われました。 

本県からは、二本松市東部地区共同・連携グルー

プより、共同・連携実施の実践研究期から 12 年に

わたって行われてきた実践と、そこから得た成果に

ついて発表がありました。年度ごとに替わるメンバ

ー構成から「できる」課題を選定・実践することで、

実務の効率化や支援をするだけではなく、一緒に考

え経験する人材育成の在り方についての成果が挙

げられました。 

発表から、次世代へつなぐ人材育成や学校事務職

員同士のつながりを強化し、組織的に対応する取組

が意欲的に行われていることに刺激を受けました。

また、ひとりの学校事務職員として広い視野を持ち、

自校の課題を解決するために、常に自分をアップデ

ートしていきたいと強く感じた分科会でした。 

（情報委員 梅津 拓人）  

 

 

 

 

 

 

                 

 

 

 

 

第２分科会 各県発表 

福島県 福島県事務研の研究・研修成果を生かした 

        私たちの共同・連携グループ会 

～個々の力が集まって課題解決する活動の歩み～ 

 

発表者 二本松市立小浜中学校 加藤 智恵子 

    二本松市立東和小学校 武藤  志歩 

第１分科会Ａ 発表者 第２分科会 発表者 
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【 研 究 推 進 委 員 会 】 

【 研 修 企 画 委 員 会 】 

プランニング委員会では「第六次長期研修計

画」の策定に向け、特別委員会からの助言を踏ま

えて進めています。 

また、「第六次長期研修計画」は令和９年度か

らの開始となりますが、研究大会の分科会支部

割当を含めたスケジュールは令和６年度中に提

示いたします。新たな長期研修計画のテーマを

加味して、各支部の活動を推進していただける

と幸いです。 

令和６年９月に第 38回研究大会を終え、第五

次長期研修計画期間における研究大会も残すと

ころ令和８年度のみとなります。第五次長期研

修計画の集大成に向け、引き続き各委員会と連

携し、有意義な研修を会員の皆様へ提供できる

ように進めて参ります。 

 

 

 

令和６年６月５日付「福島県公立小中学校事

務職員の標準的職務及び資質向上に係る育成指

標」を発出し、第 38回福島県公立小中学校事務

研究大会全体研修において、発出した内容や今

後の方向性について説明を行いました。今後は、

標準的職務及び育成指標の更なる活用を目指

し、より具体的な活用方法をお示しできるよう

進めて参ります。 

また、「共同・連携実施に関する研究」・「主

任主査の上位職に関する研究」も併せて進めて

おります。共同・連携実施に関する研究では、各

共同・連携実施グループの課題や成果を把握し、

今後の研修や研究につなげます。上位職に関す

る研究では、他県の研究大会に積極的に参加す

るなど理想とする上位職の姿を追求します。 

事務研会報の発行と「ガジなび」の更新作業を

行っています。会報では県事務研の活動報告や、

東北・全国事務研に関する情報などを掲載して

おります。「ガジなび」の更新では、規則等の改

正に際し、速やかに更新するよう活動をしてお

ります。また、会員の皆様からいただくご意見も

貴重な情報です。お気づきの点がありましたら、

「ガジなび」のメールフォームからご意見をい

ただければ幸いです。 

研究大会では、県事務研の歴史や先輩方の研

究成果を広報する目的で研究大会記念動画の作

成や、歴代研究集録展示ブースの企画運営を行

いました。 

来年度の夏期研修会においても各委員会と連

携して運営を担います。また、会報では更に多く

の会員の皆様に親しんでいただける情報発信を

行って参ります。 

学校事務研修会では、子どもの学びを支援す

るため積極的に学校経営に参画した実践事例を

４名の会員に発表していただき、参加者の意識

改善へつながる研修会となりました。  

研究大会では、４分科会とも各支部の背景に

応じた研究がなされ、人材育成や業務改善、組織

改革など次世代へと「つなぐ」発表をしていただ

きました。大会運営においても、各専門委員会・

ブロック実行委員との共通理解のもと、綿密な

計画と準備、連携を図って進めることができま

した。 

現在、令和７年度の学校事務研修会及び夏期

研修会に向けた企画・運営について検討を進め

ているところです。会員の資質向上へとつなが

り、実りある研修会となるよう各専門委員会と

連携を図りながら準備を進めて参ります。 

【 プランニング 委 員 会 】 

【 情 報 委 員 会 】 

お忙しいなか寄稿いただきありがとうございました。 

令和６年度は、県研究大会、東北大会、全国大会など皆様にお届けしたい情報が多い１年でした。 

今後も会員の皆様の想い、そして県事務研の想いを会報にこめて発信していきます。  情報委員会                                       

 


